
【GIGA×指導の工夫・改善】 授業中の児童の見取りとフィードバック

大仙市立豊成小学校（秋田県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

＜考察＞
振り返りシートや学習支援ソフトを

使って、次の児童を把握した。
学習支援ソフトを使うことで、児童の思
考をリアルタイムで把握できる。それを
生かし、「この子の考えを取り上げよ
う。」「この考えはぜひ共有したい。」
というものを意図的に選び、取り上げる
ことができる。特に一斉指導の場面で効
果的である。「手が止まっている。」や
「間違っている。」といった児童がつま
ずいたり思考を巡らしている様子も把握
できる。それにより、児童がつまずきや
すい問題を捉え、全体指導の中で取り上
げるといった計画的な指導が可能になる。
また、クラウド上の振り返りシートを

活用することで、児童のまとめや振り返
りの記述を即座に確認することができる。
例えば、具体のない、知識のみの記述が
見られた場合には、概念の理解が欠けて
いることが考えられ、次時はその点の確
認を行うことから始めるなど指導の工夫
が可能になる。さらに自由進度学習を行
う際には、学び方についても振り返りを
させた。その上で、「次の時間は、まず
は教科書〇ページに注目してみよう。」
といったフィードバックを行うことがで
きた。

Aさんの考えを取
り上げてみよう！

Bさんは、●●が
まだ理解できてい
ないみたいだな。

学習支援ソフトを活用した児童の見取り

クラウド上の振り返りシートでの見取りと
フィードバック

Cさんは今日の学習で、▲▲について
疑問をもったのか。Dさんが同じ課題
をもっていたから、紹介してみよう。



【GIGA×指導の工夫・改善】 ドリルソフトを活用した学びの把握（知識技能、認知特性）

大仙市立豊成小学校（秋田県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B2

＜考察＞

知識や技能が身に付いているかを把握
するために、Formsやドリルソフトを活
用した。課題として配信し、その正誤を
把握することで、学習内容を理解できた
かが分かり、さらに児童に合った個別の
課題を配信することが可能になる。また、
正誤のみならず、問題への解答時間も、
理解度の把握には役立った。正解はして
いるが、時間がかかっている問題につい
ては同様の問題に取り組ませることで、
定着の度合いを把握することができた。

また学習支援アプリにある認知特性
チェックテストを活用し、児童一人一人
の認知特性を把握した。その結果を、授
業改善に生かしたり、個別対応のヒント
としたりした。長期休業中の保護者との
個人面談では、その子に合った学び方を
提案し、学校と家庭が一体となって児童
の学びを支えることにつながった。

大問２の誤答の割合が高いな。
比例と反比例の表の表し方とそ
の見方を確かめよう。

Eさんは「目で見て覚える」こと
が苦手なのか。だから、漢字を
覚えることが苦手なんだな。
「音で聞いて覚える」ことが得
意ということは、漢字歌などで
勉強することを提案してみよう。

反比例の表の見方
について、もう一
度課題を配信して
みよう。

次回の授業では、
このタイプの問題
を提示して、みん
なで確認しよう。


